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川内駅

川内港ターミナル

桟橋
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工業デザイナー
水戸岡鋭治氏の
デザインを
ぜひ、お楽しみ
ください

　

平
成
16
年
10
月
12
日
に
、
川
内
市
、
樋
脇

町
、
入
来
町
、
東
郷
町
、
祁
答
院
町
、
里
村
、

上
甑
村
、
下
甑
村
、
鹿
島
村
の
１
市
４
町
４

村
が
合
併
し
、
薩
摩
川
内
市
が
誕
生
し
ま
し

た
。

　

こ
こ
に
は
、
東
シ
ナ
海
に
面
し
た
変
化
に

富
む
白
砂
青
松
の
海
岸
線
、
市
街
部
を
流
れ

る
一
級
河
川「
川
内
川
」、
藺
牟
田
池
を
は
じ

め
と
す
る
緑
豊
か
な
山
々
や
湖
、
地
形
の
変

化
の
美
し
い
甑
島
、
各
地
の
温
泉
な
ど
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
多
種
多
様
な
自
然
環
境

を
有
す
る
、魅
力
あ
ふ
れ
る
薩
摩
川
内
市
は
、

今
年
、
10
回
目
の
誕
生
日
を
迎
え
ま
す
。

　

　

平
成
16
年
３
月
に
新
幹
線
が
開
通

し
、
10
年
の
時
を
経
て
、
今
年
、
川
内
港

タ
ー
ミ
ナ
ル
か
ら
高
速
船
甑
島（
愛
称
：

Ｋケ

イ

ラ

イ

ナ

ー

—

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｒ
）が
就
航
し
ま
し
た
。
そ

し
て
、
川
内
駅
か
ら
は
、
シ
ャ
ト
ル
バ
ス（
愛

称
：
こ
し
き
バ
ス
）が
川
内
港
タ
ー
ミ
ナ
ル

ま
で
を
結
び
ま
す
。

　

10
周
年
を
祝
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
記
念
事
業

を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

10
月
11
日
の
記
念
式
典
を
は
じ
め
、
各
種

イ
ベ
ン
ト
も
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
イ
ベ
ン
ト
カ
レ
ン

ダ
ー
な
ど
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

主
な
7
月
の
イ
ベ
ン
ト

◆�

第
19
回
ト
ン
ボ
ロ
芸
術
村
作
品
募
集　
　

７
月
１
日（
火
）～
９
月
30
日（
火
）

◆�

地
域
対
抗
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会　
　
　
　

７
月
13
日（
日
）

◆�

川
内
駅
お
も
て
な
し
事
業　
　
　
　
　
　

７
月
19
日（
土
）

◆�

エ
コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「
海
辺
の
学
校
」　　

７
月
19
日（
土
）・
20
日（
日
）

◆�

と
う
ご
う
夏
ま
つ
り
納
涼
大
会　
　
　
　

７
月
25
日（
金
）

◆�

新
消
防
庁
舎
落
成
式
典　
　
　
　
　
　
　

７
月
26
日（
土
）

◆�

か
み
こ
し
き
夏
祭
り

　

７
月
27
日（
日
）

◆�「
恐
竜
絵
本
と
化
石　

大
島
英
太
郎
の
原

画
と
甑
島
の
化
石
」展　
　
　
　
　
　
　

７
月
31
日（
木
）〜
8
月
31
日（
日
）

　

｢

10｣

に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
、｢

10

年
目
の
あ
り
が
と
う｣

な
ど
、｢

10｣

を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
投
稿
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
＊�

送
付
先　

市
制
施
行
10
周
年
記
念
事
業
事
務
局

（
〒
８
９
５
―

８
６
５
０　

神
田
町
３
―

22　

本
庁
総
務
課
内
）

祝 

薩
摩
川
内
市
市
制
施
行
10
周
年

祝 

薩
摩
川
内
市
市
制
施
行
10
周
年

祝 

薩
摩
川
内
市
市
制
施
行
10
周
年

祝　薩摩川内市市制施行10周年 次世代エネルギーを活用したまちづくり

　

本
市
で
は
、
川
内
駅
と
川
内
港
タ
ー
ミ

ナ
ル
間
を
走
行
す
る
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
と
し

て
、
電
気
バ
ス（
愛
称
：
こ
し
き
バ
ス
）を

運
行
し
て
い
ま
す
。
高
速
船
甑
島
利
用
者

の
利
便
性
向
上
を
図
り
、
川
内
駅
～
川
内

港
～
甑
島
に
か
け
て
の
観
光
ス
タ
イ
ル
の

創
出
と
育
成
を
目
的
に
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

◇
電
気
バ
ス
の
特
徴

　

往
復
約
28
㎞
の
距
離
を
１
日
４
回
、
電

気
の
力
だ
け
で
走
り
、
Ｃ
Ｏ
２
や
排
ガ
ス

ゼ
ロ
・
低
騒
音
と
快
適
な
走
行
を
実
現
し

て
い
ま
す
。

　

電
気
バ
ス
の
車
両
寸
法
は
長
さ
11
・

０
６
５
ｍ
、
幅
２
・
４
９
５
ｍ
、
高
さ
３
・

４
７
５
ｍ
で
、
重
量
約
11
ｔ
の
全
国
初
と

な
る
大
型
ノ
ン
ス
テ
ッ
プ（
低
床
）路
線
電

気
バ
ス
で
す
。
ノ
ン
ス
テ
ッ
プ
の
た
め
車

内
へ
の
乗
り
降
り
は
楽
で
、
広
々
ゆ
っ
た

り
と
し
た
車
内
で
外
の
景
色
を
楽
し
め
ま

す
。

◇
電
気
バ
ス
の
仕
組
み

　

天
井
部
分
に
約
93 

kWh
の
高※
１

性
能
リ
チ
ウ

ム
イ
オ
ン
二
次
電
池
を
搭
載
す
る
と
と
も

に
、
車
両
本
体
の
一
部
に
カ
ー
ボ
ン
フ
ァ

イ
バ
ー
を
使
用
し
て
軽
量
化
を
図
り
、
走

行
可
能
距
離
を
飛
躍
的
に
向
上
さ
せ
て
い

ま
す
。
甑
島
に
導
入
さ
れ
て
い
る
Ｅ
Ｖ（
電

気
自
動
車
）６
台
分
の
蓄
電
池
が
搭
載
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

蓄
電
池
の
電
力
を
利
用
し
、
駆
動
用
モ
ー

タ
ー
を
動
か
す
こ
と
で
走
行
し
て
い
ま
す
。

通
常
の
Ｅ
Ｖ
よ
り
も
大
き
な
モ
ー
タ
ー
を

使
用
す
る
こ
と
で
、
大
き
な
車
体
で
多
く

の
乗
客
を
乗
せ
て
走
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
減
速
時
に
は
モ
ー
タ
ー
が
発
電
機

と
し
て
働
き
、
走
行
中
の
運
動
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
電
気
に
変
換
、
蓄
電
池
に
充
電
を
行
う

こ
と
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
無
駄
な
く
使
用
し

ま
す
。
夏
場
の
エ
ア
コ
ン
や
冬
場
の
ヒ
ー

タ
ー
も
も
ち
ろ
ん
電
気
で
動
い
て
い
ま
す
。

　

専
用
の
急
速
充
電
器
を
駅
前
に
設
置
し

て
お
り
、
運
行
の
合
間
に
急
速
充
電
を
行

う
こ
と
で
、
短
時
間
で
電
力
を
満
タ
ン
に

し
て
運
行
に
備
え
ま
す
。

◇
災
害
時
の
電
源
利
用

　

災
害
時
に
は
、
現
場
に
駆
け
つ
け
て
蓄

電
池
の
電
力
を「
非
常
用
電
源
」と
し
て
活

用
で
き
ま
す
。
例
え
ば
携
帯
電
話（
１
台
15

Ｗ
）の
場
合
で
は
約
70
台
に
最
大
約
39
時
間

の
充
電
が
可
能
で
す
。

◇
電
気
バ
ス
の
料
金

　

運
賃
は
１
０
０
円（
小
学
生
以
下
、
障
害

者
手
帳
な
ど
を
持
参
の
方
、
ま
た
は
運
転

免
許
自
主
返
納
カ
ー
ド
な
ど
提
示
者
は
50

円
）で
す
。

◇
電
気
バ
ス
運
行
の
問
い
合
わ
せ
先

▼
南
国
交
通（
株
）川
内
営
業
所

　

（
23
）８
４
０
０

▼
本
庁
商
工
振
興
課

　

（
23
）５
１
１
１（
内
線
４
３
２
２
）

〈
今
月
の
用
語
集
〉

※
１　

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
二
次
電
池

　

正
極
と
負
極
の
間
を
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン

が
移
動
す
る
こ
と
で
充
電
や
放
電
を
行
う

二
次
電
池
で
す
。
①
高
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
密

度
、
②
高
い
充
放
電
効
率
、
③
急
速
充
電

可
能
、
④
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
不
要
、
な
ど
の

特
徴
が
あ
り
ま
す
。
Ｅ
Ｖ
や
蓄
電
設
備
、

身
近
な
所
で
は
ノ
ー
ト
Ｐ
Ｃ
や
携
帯
電
話

に
も
数
多
く
使
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

【問合先】＝本庁 新エネルギー対策課 新エネルギー対策グループ　 （23）5111（内線5521、5522）

Vol.8

どんなバス
なんだろう？

電気の力だけ
で走るのね！

デザインは
工業デザイナー
水
み と お か え い じ

戸岡鋭治氏

静かで、環境
にいいんだね！

水枝さん

熱男さん

ひかりちゃん 風太くん

　
今
回
は
、
平
成
26
年
４
月
２
日
に
高
速
船
甑
島（
愛
称:

Ｋケ

イ

ラ

イ

ナ

ー

-

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｒ
）と
合
わ
せ
て
運
行
を
開
始
し
た
電
気
バ
ス
に
つ
い
て
、

皆
さ
ん
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り

▲電気バスの充電の様子

電気バス『こしきバス』

【メーカー】＝三菱重工業㈱
【乗車定員】＝ 68人
【充電時間】＝最長約 1時間で満充電（専用急速充電器使用時）
＊車内空調などの利用状況、道路・交通事情で変動します。
【最高車速】＝時速 85km（公表値）

カノッコ

【
問
合
先
】＝
本
庁
総
務
課
（
23
）5
１
１
１（
内
線
４
５
３
１
）
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